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追加予算

差
、
壷

九
月
の
定
例
町
議
会
は
二
十
六
日
町
役
場
で
開
催
さ
れ
、

副
議
長
な
ど
の
選
挙
を
行
な
つ
た
。

ま
た
十
八
号
台
風
に
よ
る
被
災
状
況
を
検
討
し
た
結
果
、

に
対
し
て
見
舞
金
を
送
る
こ
と
を
き
め
た
。

今
回
の
追
加
予
算
の
財
源
嫡
④
八
四
万
円
　
東
川
教
員
住
宅

号12第

場
番
　
所

　
役
q
　
聾

　
　
0
　
届

所
町
n
所

行
　
助
刷
印

発
山
必
印

　
　
松
　
央

之
乱

　
　
め
　
ほ

　
松
電
　
中

東
川
譜
朝
増
築
な
ご

　
　
　
　
　
　
台
風
の
被
災
者
に
見
舞
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
追
加
予
算
の
審
議
及
び

各
種
事
業
に
対
す
る
県
補
助
金

及
び
地
方
交
付
税
に
よ
つ
て
ま

か
な
わ
れ
る
。
主
な
交
出
内
容

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
三
六
万
円
森
林
組
合
集
材

　
機
械
施
設
購
入
。

②
七
四
万
円
　
大
豆
生
産
改
善

　
対
策
の
耕
萩
機
二
台
及
び
附

　
属
品
代
。

③
四
〇
万
円

　
害
に
よ
り
学
校
補
修
費
。

被
災
が
と
く
に
甚
し
か
つ
た
家
庭

十
八
号
台
風
遡
委
員
な
ど
の
選
任
を
行
つ
た
。

　
増
築
工
事
費
。

一
副
聲
江
口
氏

一
総
文
久
保
田
氏

一
九
月
二
十
六
日
の
町
議
会
で

は
．
石
塚
清
子
郎
氏
死
去
に
よ
り

嚢
と
な
つ
て
い
た
副
議
務

徳
華
笹
め
、
労
荏
奮
α

一
一
部
更
迭
、
教
育
委
員
、
農
業

｝皿
副
議
長
に

、、、、、、、、、、、、、￥、、￥￥、￥、、、、￥、、w

lO・11月の

　行事など

　　　　隻γF　一．

　　刀
し、、、、、、、、、、、、、￥、、、、』、、、㌧、、、、、㌧1

二
、
鞍
襯
式
松
里
中
学
校
舎

一
九
蜘
収
入
倹
総
務
諜
長
会

一
期
日
浦
田
中
学
屋
体
上
棟

　
江
口
　
正
徳
（
曾
根
）

一
総
務
文
教
委
員
長
に

『
久
保
田
政
治
（
天
水
島
）

、
同
副
委
員
長
に

｝
山
岸
　
石
松
（
新
山
V

産
業
委
員
会
副
奮
楚

一
　
田
辺
　
　
博
（
光
間
）

一
馨
響
ん
嚢
奮
に

㎝
早
川
　
数
市
（
北
浦
田
）

一
糞
選
任
裟
育
奮
に

一
滝
沢
弥
平
次
（
湯
山
）

固
定
資
産
評
価
審
議
委
員
に

　
邨
山
　
正
堅
（
藤
原
）

消
防
委
員
に

　
久
保
田
政
治
（
天
水
島
）

［
高
沢
奥
治
郎
（
湯
の
島
）

　
樋
口
　
量
栄
（
中
尾
）

一
　
　
　
　
E
　
　
　
　

．
農
産
物
品
評
会

石
年
多
数
の
出
品
毒
て
盛

［
大
に
開
催
さ
れ
て
い
る
農
産
物

一
〇
～
一
五
日
　
産
業
土
木
課

一
　
1
　
ー
、
、
　
『
　
噛
　
』
　
1
　
ー
　
『
　
辱
　
、
　
、
　
一
　
i
　
l
　
』
　
噂
　
隔
　
■
　
■
　
ー
　
6
、
　
覧

『
　
1
　
『
　
ー
　
じ
　
L
　
L
　
1
　
6
　
ー
　
亀
　
し
　
鵯
　
腎
　
［
　
1
　
－
　
－
　
、
　
㌧
　
騨
　
I
　
I
　
ー
　
謄
　
』

品
評
会
は
こ
と
し
も
十
一
月
の
．

　
で
大
厳
寺
牧
道
の
測
量

一
五
日
　
天
水
島
保
育
所
閉
園

　
式
二
〇
日
　
高
田
地
区
戸
籍
協
議

　
会
で
戸
籍
事
務
の
近
代
化
な

　
ど
に
つ
い
て
（
高
田
市
一

二
〇
日
　
マ
ツ
シ
ユ
ル
ー
ム
加

　
工
講
習
会
（
松
里
農
協
で
）

　
県
特
産
課
主
催
で

一
七
～
一
九
日
　
産
業
土
木
課

　
で
藤
倉
農
道
の
測
量

一
、
一
謝
細
設
爆
難
黎
雛

一
忠
姜
つ
て

一
二
〇
日
　
浦
田
保
育
所
閉
園
式

　
細
部
に
つ
い
て
は
決
定
次
第

一
二
日
　
松
之
山
保
育
所
閉
園

　
式一〇
月
下
旬
か
ら
の
主
な
行
事

マ
税
務
協
議
会
で
改
正
税
法
な

一
　
ど
に
つ
い
て
説
明
会

一
▽
松
之
貯
纂
福
瑳
糞

…
　
理
事
会
（
町
役
場
で
）

▽
郡
治
山
林
道
協
会
総
会
（
凌

　
雲
閣
で
）

・
▽
全
国
町
村
議
会
議
長
会
に
村

下
旬
松
之
山
高
校
華
処
お
智
せ
し
毛
ご
参
置

一
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
　
　
、
准
備
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

ダ
新
会
長
に
樋
口
さ
ん
（
再
）

　
し
か
し
設
立
す
る
か
ど
う
か

．
は
関
係
業
者
の
自
主
性
に
ま
か

し
て
お
り
、
こ
の
渋
の
詳
細
説

明
会
が
十
月
下
旬
町
役
場
で
行

わ
れ
る
Q

㎜
新
し
い
農
業
委
員
の
初
会
議
r

『
＋
旦
百
町
役
響
開
讐
…

れ
会
長
、
副
会
長
な
ど
を
つ
ぎ

の
よ
う
に
選
任
し
た
。

会
　
長
　
樋
口
　
藤
夫

副
会
長
　
樋
口
　
幸
雄

県
農
業
会
議
員
　
相
沢
達
雄

委
員

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

村佐樋涌田高布4’
山藤口井辺沢施口
小
野
塚
愛
治
郎

佐
藤

銀
蔵
（
松
之
山
）
5

隆
治
（
黒
　
倉
）
3
8

佐
平
（
大
荒
戸
）
5
5

一
夫
（
新
　
田
）
4
4
・

政
雄
（
五
十
子
平
）
5
4

彦
市
（
中
　
尾
）
4
6

善
春
（
天
水
越
）
3
2

正
実
（
坂
の
下
）
3
6

　
　
　
へ
布
川
農
協

選
任
・
上
蝦
池
）
5
6

正
徳
（
浦
田
農
協
選

高
橋

早
川

回
⊥

樋
口

樋
口
相
沢

　
任
・
上
の
山
）
69

重
次
（
松
里
農
協
選

　
任
・
天
水
島
｝
4
1

数
市
（
町
議
会
推
せ

　
ん
・
北
浦
田
）
43

虎
次
（
共
済
組
合
選

　
任
・
藤
　
原
）
6
3

藤
夫

（
前
会
長
・
兎
口
）
3
3

幸
雄
（
田
麦
立
）
40

達
雄
（
松
之
山
農
協

選
任
・
小
　
谷
ノ
4
5

一
農
業
委
員
会
の
主
な
仕
事

山
議
雷
席
の
差
　
一

▽
一
〇
月
下
旬
か
ら
十
二
月
上
［

　
旬
ま
で
ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
百
日

　
咳
の
予
防
接
種
、
学
童
以
下

　
の
ツ
反
と
種
痘

｝
　
農
業
関
係

①
農
地
等
の
利
用
に
つ
い
で
、
の

｝
あ
つ
せ
ん
、
事
故
防
止
。

一②
交
換
分
合
の
あ
、
つ
せ
ん
、
農

一
　
地
事
情
の
改
喜
Q

…
①
農
業
及
び
農
村
に
つ
い
て
振

一
　
興
計
画
の
樹
立
及
び
推
進
。

一
④
農
業
技
術
の
改
良
、
農
作
物

㎝［

の
病
患
の
膝
塁
生

｝
産
の
増
進
．
農
業
経
営
の
合

［
　
理
化
及
び
農
民
生
活
の
改
善

［
⑤
農
業
生
産
、
農
業
経
営
及
び

㎜
農
民
生
活
に
関
す
る
調
査
、

　
研
究
。

一
⑥
農
業
及
び
農
民
に
関
す
る
こ

　
と
に
つ
い
て
啓
蒙
及
び
宣
伝

［
⑦
農
業
及
び
農
民
に
関
す
る
事

皿
項
に
つ
い
て
行
政
庁
へ
建
議

一
諮
問
に
対
し
て
答
申
。

十
八
号
台
風
の
被
害

　
　
　
　
大
破
は
住
家
七
戸
、
非
住
家
六
戸

十
八
号
台
風
の
襲
来
は
、
松
一
は
被
害
の
状
況
を
聴
取
し
た
空

之
山
町
開
び
や
く
以
来
の
大
被
．

害
を
与
え
た
。
と
く
に
小
谷
、

大
荒
戸
、
下
川
手
地
域
の
住
家

に
対
す
る
被
害
は
大
き
く
、
三

桶
で
は
屋
根
を
そ
つ
く
り
吹
き

ち
ぎ
ら
れ
て
親
類
に
避
難
し
た

と
こ
ろ
も
あ
つ
た
。
町
議
会
で

　
台
風
で
吹
つ
と
ん
だ
屋
根

　
　
　
　
　
　
　
（
三
桶
で
）

▽
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
ム

町
の
農
業
、
町
の
人
口
を
発
行

こ
ん
ど
町
役
場
で
は
つ
ぎ
の

禰
刷
物
を
発
行
し
ま
し
た
。
希

望
者
に
は
一
部
三
〇
円
で
分
譲

し
て
い
ま
す
の
で
広
く
．
こ
利
規

一
ね
が
い
ま
す
。

ち
、
被
害
の
と
く
に
ひ
ど
か
つ
、

一
た
家
庭
に
対
し
て
見
舞
金
を
送

る
こ
と
に
な
つ
た
。

被
害
程
度
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

総
額
三
千
万
円
と
推
計
し
て
い

る
。
　
（
役
場
消
防
係
調
査
）

　
大
破
　
住
　
家
　
七
戸

　
　
　
　
非
住
家
　
六
戸

　
学
校
関
係
六
〇
万
円

．
『
町
の
農
業
』
　
五
二
頁

　
一
九
六
〇
年
世
界
農
林
業
セ

　
ン
サ
ス
の
結
果
を
中
心
と
し

　
て
、
米
の
生
産
、
販
売
。
農

　
家
経
済
の
動
き
。
家
畜
飼
養
．

　
状
況
な
ど
農
業
全
般
に
亘
り

　
過
去
十
年
間
の
歩
み
を
集
録

　
し
た
も
の
。

　
『
町
の
人
ロ
』
　
一
七
頁

　
昭
和
三
十
五
年
国
勢
調
査
の

　
結
果
を
主
と
し
て
、
町
の
出

生
、
死
亡
の
動
き
o
婦
人
の

出
生
児
数
。
年
令
別
産
業
及

び
職
業
別
人
口
、
東
京
へ
在

住
す
る
町
の
出
身
者
の
業
態

別
世
帯
な
ど
を
集
録
し
た
も

の
。松

之
山
商
工
会

　
　
　
設
立
説
明
会

国
で
は
一
昨
年
か
ら
中
小
企

対
象
は
町
内
の
大
工
、
商
店

．
旅
舘
な
と
約
三
百
名
位
と
見
込

ま
れ
て
お
り
、
設
立
す
る
こ
と
㎜

に
よ
つ
て
国
か
ら
約
三
κ
万
円
ユ

一
の
助
成
が
交
付
さ
れ
る
見
込
で

軍
。
．

［入
一
〇
〇
万
｝
ノ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
0
万
ト
ン
で
国
内
幅
産
の
大
部
分
［

一
は
東
北
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
｝

ま
す
。
現
在
輸
人
大
．
兄
の
価
格
一

一
は
一
俵
二
、
四
〇
〇
円
程
度
で

皿
　
　
　
、
　
　
　
　
㎜

属
り
享
が
七
県
脅
易
一

一
が
自
由
化
さ
れ
た
の
で
こ
の
ま
一

一
ま
で
は
更
に
安
い
外
国
産
大
．
・
豊

が
輸
人
さ
れ
て
、
国
内
産
大
．
y

一
は
価
絡
の
面
で
圧
迫
を
う
け
る
一

一
こ
と
が
予
想
さ
な
、
す
．
こ
2

こ
と
は
大
豆
を
生
産
販
売
し
て
一

い
る
農
家
に
と
っ
て
は
脅
威
で
　

蕊
呆
安
で
あ
る
と
い
え
ま
主

よ
う
。
こ
こ
に
本
対
策
事
業
実
㎜

施
の
所
以
が
あ
る
訳
で
す
。
そ
一

沢
鋪
誤
筋
難
響
璽

『
に
対
し
て
襲
を
難
し
、
一

大

豆
を
め
ぐ
る
諸
間
題
に
対
処
｛

す
る
よ
う
大
．
景
生
雌
改
善
対
策
…

．
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
一

な
り
ま
し
た
。

一
　
光
問
、
小
谷
　
大
荒
戸
　
　
一

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
下
川
手
を
指
定
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
新
潟
県
で
は
六
町
村
が
指
定
…

㎜
さ
れ
本
町
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
㎜

て
い
ま
す
。
こ
の
事
柴
は
大
豆
｝

一
の
省
力
、
多
収
栽
培
を
行
つ
て
㎜

［
生
薩
の
皇
姦
る
こ
と
亙

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
、
　
　
　
『

目
的
と
し
て
い
ま
す
カ
　
そ
の
　

　
た
め
耕
転
機
二
台
を
購
入
し
、

』
適
地
と
し
て
認
め
ら
れ
た
特
定

一
の
部
蓬
対
し
て
貸
付
け
奨

一
同
利
用
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

一
ま
す
、
尚
価
額
支
持
に
つ
い
て

、
業
の
振
興
対
策
の
た
め
各
町
村

一
毎
に
商
工
会
の
設
立
を
奨
励
し

一
商
工
会
一
名
宛
の
経
営
改
良
一

普
及
員
を
置
き
国
費
で
助
成
す

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

大
豆
の
生
産
改
善
へ

　
　
　
　
　
町
有
耕
転
機
二
台
を
購
入

国
内
大
脱
の
需
給
状
況
は
輸
つ
い
て
は
、
関
税
の
引
上
げ
も

　
　
　
　
　
　
国
内
産
四
考
慮
し
て
国
が
負
担
す
る
こ
と

も
大
豆
、
な
た
ね
交
付
金
法
案

が
今
国
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
つ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

ょ
る
と
一
俵
三
、
〇
二
〇
円
程

度
で
買
上
げ
ら
れ
る
見
込
で
あ

つ
て
、
輸
入
大
豆
と
の
差
額
に

に
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
松

之
山
農
協
管
内
を
地
区
と
し
て

指
定
し
、
特
定
部
落
に
つ
い
て

は
光
間
、
小
谷
、
大
荒
．
月
、
下

川

乎
の
四
部
落
を
選
定
、
こ
れ

ら
を
推
進
集
団
と
し
て
進
め
る

予
定
で
す
Q

事
業
費
に
っ
い
て
は
、
耕
転
機

を
中
心
と
す
る
機
具
の
購
入
費

本
地
域
の
予
算
額
七
四
一
、
一

O
O
円
の
内
国
県
の
補
助
金
予

．
定
額
五
四
七
、
五
〇
〇
円
で
あ

つ
て
、
一
九
三
、
六
〇
〇
円
を

地
元
負
担
す
る
こ
と
に
な
つ
て
　

皿
い
ま
す
，

　
上
越
綜
合
畜
産

　
共
進
会
に

・
十
一
月
三
日
に
高
田
市
家
畜

一
市
場
で
開
催
さ
れ
る
上
越
綜
合

．
畜
産
競
進
会
に
松
之
山
か
ら
田

一
辺
礼
司
さ
ん
飼
育
牛
の
ほ
か
一

　

一
頭
が
出
場
す
る
。

｝
　
　
！
－
・
－
I
I

…

．
観
吾
寺
－
松
ロ
ー
小
屋
丸

　
ー
松
代
線
の
改
修
を
陳
情

一
九
月
二
十
六
日
の
町
議
会
に

耳
下
川
手
薯
代
表
か
ら
観
・

華
談
黛
の
改
修
と
巾
員

拡
張
に
つ
い
て
陳
情
が
あ
つ
た

…
議
会
で
は
こ
れ
を
採
択
し
、

一
施
行
計
画
な
ど
に
つ
い
て
は
当
『

局
及
び
土
木
委
員
会
に
付
託
と

な
つ
た
。出
稼
案
内

　
冬
季
出
稼
の
求
人
が
つ
ぎ
の

と
お
り
（
別
表
）
入
つ
て
お
り

ま
す
の
で
な
る
べ
く
早
く
職
業

係
ま
で
．
こ
相
談
に
お
い
で
下
さ

い
。
松
之
山
の
指
定
求
人

茨
城
県
関
本
炭
鉱

〃
　
　
重
内
炭
鉱

山
口
県
若
山
炭
鉱

〃
　
新
雀
田
炭
鉱

岐
阜
県
興
和
炭
鉱

前
田
建
設
西
原
班

二
〇
名

二
〇
三
〇
二
〇
三
〇
三
〇

静
岡
県
伊
豆
鈴
木
組
三
〇

東
京
コ
ロ
タ
イ
ブ
　
一
〇

東
京
日
産
内
鴻
の

池
運
送

一
〇

一

行　先卜賃一…盤r彌命廓 詳聞一医療謹そ否他

畜 高東婁1と鯛欄麺遡 膝11膿鵬懲1嚇置燈
神奈川県「〃　「 〃i〃　i〃 〃

藁㎝’斎』暑坐1・6・・以上16時ll券」9商．1る月遡1、1
〃
．

　　　　　　　1　　　　　　　 　　　　　1　　　　　　　共済制度1
愛知県1女6・000～8，000し〃　、　〃　肴り1〃

粛寮 一蔀i婁1；1呂1毘1〃i〃　l　i〃
憂知 県屡1：ll8二11糊〃i久 i　i．f一＿
斎龍著邊1；1畷圭1魎8唖1 乏 鰹讐鑑墜難
一憂 廊一劇婁 昌雌1黎a〃．

、1

』
．

〃 ．i．〃、
一

f一
三重・岐阜’稟1如収35・一42・：

〃
、 i〃．1〃1

〃

石川・冨山県i如収35・一42・1欄
〃 1
．

7『 列．． 〃

灘．轟癒敷面一5至61 2　〃
1
．〃巨

山・県陣日坂而11 名1『11胆夏r、列．〃

福島県1男日収8・・　〃1〃　1列〃
予定）　静岡・神奈川県（小田原地区）は10月30日、東京都・神奈川県は10月31日・11月6日

墜知県は1L月1日・11月6日・ll月9日・“月15日、その他の府県は希望者のまとまり次第。

種職

農耕夫

中女

員店

　
工
工
工
工
工
役
他

　
　
理
造
造
　
雑

．
績
整
製
製
械
　
　
の

　
　
色
器
器
　
輸

紡
染
陶
食
機
運
そ

　
工
　
　
　
　
雑
　
役

炭鉱夫

赴任日（予定）　静岡

　　　　愛知県は11月

◇上表は安塚安定所関係の求人です。
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②（第12号）山の松昭和36年10月10日

ご
つ
こ

早
場
米
の

ト
ツ
プ
は

六
千
五
百
俵

坂
下
の
村
山
さ
ん
の
六
六
俵

避劉の

第
覆
＋
月
吾
締
切
ら
れ
婁
羅
の
ト
ッ
プ
特
山
箋
（
坂
下
）

　
の
六
六
俵
、
高
橋
新
一
郎
（
島
）
三
五
俵
、
小
野
塚
新
一
郎
戸
東
川
）
二
五
俵
、
山
口

　
仁
一
郎
（
黒
倉
）
三
八
俵
で
あ
つ
た
。

　
室
戸
台
風
の
た
め
締
切
り
日
が
五
日
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
も
あ
つ
て
、
四
農
協
の
合
計

　
で
六
千
五
百
俵
が
出
荷
さ
れ
た
。
昨
年
同
期
に
く
ら
べ
四
千
四
百
俵
も
多
く
各
農
協
倉

　
庫
で
は
積
み
込
み
や
、
代
金
の
精
算
事
務
に
大
わ
ら
わ
で
あ
つ
た
。

　
各
農
協
別
の
集
荷
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
が
品
種
別
に
は
越
路
早
生
が
約
八
O

　
％
を
占
め
、
叉
検
査
の
等
級
別
割
合
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
つ
た
。

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　、　　　　　　　　　、　　　　　　　　、　　　　　　　　、　　　　　　　、　　　　　　　、一　　　　　　～　　　　　　へ　　　　　、　　　　、r、　　　い　’　　へ　　、　F

　い　A
〉一

各
農
協
の
集
荷
数
（
カ
ツ
コ
内

は
昨
年
同
期
）

松
之
山

　
　
二
八
八
三
（
一
〇
〇
一
）

松
里
　
　
九
四
一
（
一
五
八
）

布
川
　
　
八
一
〇
（
三
六
四
）

浦
田
　
一
八
六
四
（
五
八
O
㌧

計
六
四
九
八
（
二
一
〇
三
）

等
級
別
の
割
合

　
一
等
　
一
一
％
（
九
％
）

　
二
等
　
四
二
％
（
四
八
％
）

　
三
等
　
四
二
％
（
三
九
％
）

　
四
等
　
　
五
％
（
　
四
％
）

食
糧
事
務
所
杉
田
さ
ん
は

　
こ
と
し
は
米
が
こ
え
て
い
る

　
し
、
乾
燥
も
上
々
で
す
。
は

　
じ
め
調
製
不
良
で
再
調
し
て

　
も
ら
つ
た
も
の
も
あ
り
ま
し

　
た
が
、
全
般
的
に
は
俵
装
も

　
め
つ
き
り
向
上
し
技
術
的
に

　
は
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
二
期
か
ら
は
倒
伏
の

影
響
も
あ
つ
て
こ
ん
な
好
条

件
ば
か
り
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
で
し
よ
う
。

原
水
協
か
ら

今
年
の
松
之
山
町
原
水
協
は

さ
き
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た

，
よ
う
に
、
役
員
会
で
は

一
、
世
界
大
会
に
代
表
を
出
す

一
、
平
和
行
進
に
参
加
す
る
。

一
、
原
水
協
の
旗
を
つ
く
る
。

一
、
人
道
主
議
の
も
と
に
皆
ん

　
な
が
参
加
出
来
る
よ
う
に
運

　
営
す
る
。

一
こ
と
に
き
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
世
界
大
会
は
盆
に
か

か
り
ま
し
た
の
で
、
婦
人
会
か

ら
代
表
を
選
ぶ
の
は
無
理
で
し

た
の
で
中
学
校
の
関
谷
先
生
に

お
ね
が
い
し
ま
し
た
。
出
席
す

る
費
用
は
約
一
万
円
か
か
り
ま

い
す
の
で
町
民
各
位
か
ら
募
金
を

ー
…
」

で
募
金
を
お
ね
が
い
し
ま
し
た

　
秋
始
末
が
つ
く
頃
か
ら
町
内

を
ま
わ
つ
て
世
界
大
会
の
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

郡
の
一
位
に

　
　
　
三
才
児
コ
ン
ク
星
ル

　
新
潟
県
三
才
児
コ
ン
ク
r
ル

郡
予
選
は
九
月
十
八
日
大
島
保

健
所
で
行
わ
れ
た
。

　
松
之
山
町
猪
の
名
（
石
屋
）

一
滝
沢
渡
さ
ん
は
こ
の
審
査
戸
、
郡

内
第
一
位
の
表
彰
を
う
け
た
。

　
叉
同
日
行
わ
れ
た
赤
ち
や
ん

コ
ン
ク
ー
ル
郡
予
選
で
は
つ
ぎ

の
三
人
が
入
賞
し
た
。

　
天
水
島
高
沢
政
代
（
よ
い
ち

ん
）
松
之
山
志
賀
誠
一
（
し
が

の
や
）
中
尾
高
橋
ま
ち
子
（
松

院
）

1
拡
が
る
季
節
保
育
所
に

』　
　
　
　
『
保
母
さ
ん
や
ー

昨
年
秋
開
始
し
た
松
之
山
保

お
ね
が
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
㎜
育
所
は
今
春
か
ら
松
之
山
部
落

し
た
が
、
婦
人
会
で
は
上
越
婦
｝
の
ほ
か
に
湯
山
、
兎
口
、
新
山

人
会
舘
の
建
馨
金
の
募
金
麺
光
撃
参
加
し
斎
手
か
窓

や
つ
た
ば
か
り
な
の
蒔
の
補
藷
園
し
て
萱
あ
数
δ

助
金
を
そ
れ
に
あ
て
｛
あ
と
一
〇
名
に
お
よ
び
今
で
は
す
つ
か

（大荒戸集荷所で）早場米の集荷

塞
盤
暫
蟹
・
＝
・
呂
鍵
翼
監
＝
9
釜
蚕
・
蓬
暫
■
魯
冨
・
釜
匪
【
誓
，
呂
皇
猛
聖
曾
3
8
…
蜜
g
茎
亜
富
蜜
零
。
墨
羅
聖
暫
●
．
蓋
璽
蟹
8
8
塗
璽
U
8
・
3
軸
鶴
蟄
腰
豊
・
皐
＝
一
言
3
8
塞
實
一
，
・
監
畠
塗
§
＝
3
8
一
§
霊
…
。
。
8
3
2
．
三
§
§
冒
三
馳
一
＝
3

　
【
随
　
筆
】

ち
ょ
つ
と
し
た
心
づ
か
い
で

小

　
一
家
揃
つ
て
健
康
な
程
幸
福

な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
を
食
べ
て
も
美
味

し
く
い
た
だ
け
て
常
に
明
朗
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
す

家
族
の
者
の
健
康
に
注
意
す
る

人
は
誰
で
し
よ
う
。
之
は
一
家

の
主
婦
だ
と
思
い
ま
す
。
多
忙

の
中
に
も
家
族
の
者
の
せ
め
て

も
肌
着
位
は
洗
濯
し
て
清
潔
な

も
の
を
着
せ
る
と
か
、
お
茶
の

見
　
　
力
　
　
ズ

　
　
　
（
三
省
校
教
諭
）

み
の
間
に
も
一
寸
手
を
動
か
し

繕
つ
て
き
ち
ん
と
し
た
服
装
に

し
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。
長

い
冬
の
間
で
も
、
し
め
つ
ぽ
い

布
団
を
日
光
に
当
て
て
ふ
つ
く

ら
と
し
た
温
い
中
に
安
眠
出
来

る
よ
う
に
気
を
配
る
の
も
、
主

婦
の
仕
事
で
は
な
い
で
し
よ
5

か
。
　
最
近
農
村
で
も
食
生
活
の
改

善
を
さ
れ
て
向
上
し
て
い
ま
す

が
、
之
も
本
当
に
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
同
じ
人
参
一
本
で
も

い
ろ
い
ろ
の
の
料
理
の
仕
方
の

あ
5
よ
う
に
家
族
全
体
の
者
が

ど
う
し
た
ら
日
々
の
栄
養
が
と

れ
る
か
を
考
慮
し
て
み
る
こ
と

も
大
切
で
は
な
い
で
し
よ
う
か

多
忙
に
ま
ぎ
れ
て
味
噛
汁
に
こ

う
こ
、
し
よ
う
ゆ
の
み
位
を
食

膳
に
な
ら
べ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。
多
忙
中
な
ら

な
お
さ
ら
の
こ
と
栄
養
価
の
あ

る
よ
う
に
料
理
し
て
食
膳
に
な

ら
べ
て
、
家
族
の
明
日
へ
の
活

動
力
を
養
う
ぺ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
毎
日
の
料
理
に
工
夫
す
る

こ
と
こ
そ
最
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
〇
一
家
の
中
心
は
主
婦
だ

と
思
い
ま
す
。
一
寸
の
心
が
け

で
環
境
衛
生
に
注
意
し
た
り
料

理
の
工
夫
を
し
た
り
野
菜
を
上

手
に
作
つ
た
り
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
，
家
族
の
者
が
幸
福
に
な
一

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。
幸
福
感
に
満
ち
た
笑
．
顔
で

明
る
い
松
之
田
町
を
き
ず
き
あ

げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
す
く
す
く
と

　
の
び
ゆ
く
子
ら
の

　
　
　
笑
顔
こ
そ

　
み
る
も
た
の
し
き

　
　
　
ま
な
び
や
の
道

　
　
　
　
　
　
、
　
一

　
　
　
　
　
　
㌧
』
ー

り
な
れ
て
、
以
前
の
よ
う
に
中

途
で
か
え
る
子
供
は
一
人
子
な
一

い
。
　
浦
田
で
も
今
春
か
ら
開
設
さ

れ
、
そ
の
数
は
六
十
五
名
。

　
秋
期
に
は
更
に
天
水
島
部
落

の
婦
人
会
が
主
体
と
な
つ
て
開

設
さ
れ
た
保
育
所
は
四
十
五
名

で
、
こ
こ
は
他
に
比
較
し
て
少

い
が
地
域
的
に
も
恵
ま
れ
て
い

な
い
関
係
も
あ
つ
て
子
供
達
の

よ
ろ
こ
ぴ
よ
う
は
よ
そ
で
は
見

ら
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
三
施
設
の
園
児
は
二

一
〇
名
で
保
母
は
十
二
名
で
あ

る
か
ら
保
母
一
名
に
園
児
十
七

名
で
あ
り
、
こ
れ
は
精
神
的
に

も
肉
体
的
に
も
大
へ
ん
な
重
労

働
で
あ
る
が
、
保
母
が
い
な
い

こ
と
が
保
育
所
の
維
持
と
発
展

に
対
し
て
最
大
の
ガ
ン
で
、
あ

る
保
育
所
で
は
他
村
か
ら
保
母

　
昌
　
一
　
一
　
昌
　
■
　
昌

を
頼
ん
で
い
る
。
こ
れ
で
は
な

が
つ
づ
き
す
る
の
は
む
ず
か
し

く
今
後
も
更
に
他
地
域
で
も
開

設
の
動
き
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

町
内
で
保
母
を
確
保
す
る
こ
と

に
当
局
の
決
断
が
望
ま
れ
て
い

る
。

　　　　　　（その二）

安塚公共職業安定所長

　大　　島　　義　　平

昌
母
親
と
教
師
の
会

　
唱
　
麟
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
ー
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
b

町
連
合
婦
人
会
は
子
供
た
ち
一

（
幼
児
か
ら
青
少
年
に
到
る
ま

で
）
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
内
の
先
生
方
に
お
ね
が
い
し
一

て
話
し
合
い
の
会
を
も
つ
た
。
一

各
支
部
と
も
盛
大
で
あ
つ
た
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

が
、
あ
る
麦
部
長
さ
ん
は
「
話

し
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
充
分

で
あ
り
ま
し
よ
う
し
、
ま
た
色

々
な
点
で
落
度
も
あ
つ
た
で
し
』

よ
が
、
と
に
か
く
一
般
の
人
々

が
集
つ
て
発
言
し
た
こ
と
の
意

義
を
認
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

集
会
で
始
め
て
発
言
さ
れ
た
人

が
三
十
三
人
も
い
ま
し
た
が
、

　
次
に
失
業
保
険
金
を
受
け
る

資
格
で
す
が
、
前
述
の
失
業
者

の
条
件
と
被
保
険
者
で
あ
つ
た

期
間
が
離
職
前
一
年
間
に
六
ケ

月
以
上
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

六
ケ
月
以
上
と
は
．
同
じ
事
業

主
に
六
ケ
月
以
上
と
言
う
こ
と

で
な
～
、
例
え
ば
三
ア
所
の
事

業
主
に
各
ニ
ケ
月
以
上
勤
務
し

た
場
含
で
も
該
当
す
る
訳
で
す

　
　
支
給
さ
れ
る
日
数

　
こ
の
被
保
険
者
期
間
に
よ
つ

て
支
給
さ
れ
る
月
数
に
差
別
が

つ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

こ
の
こ
と
自
体
大
へ
ん
有
意
義

で
し
た
。
こ
れ
で
終
ら
せ
な
い

で
二
回
、
三
回
と
重
ね
た
い
で

す
」
と
語
り
。
あ
る
校
長
先
生

は
「
P
T
A
の
会
議
の
ふ
ん
い

き
と
は
全
然
違
つ
て
、
明
る
く

伸
び
伸
び
と
し
て
お
り
、
活
発

で
発
言
が
多
く
て
た
ま
げ
た
と

先
生
方
は
ど
な
た
も
言
つ
て
い

ま
す
が
、
婦
人
会
も
い
い
こ
と

を
計
画
し
ま
し
た
ね
．
」
と
の

こ
と
o

　
な
お
町
連
合
婦
人
会
全
体
の

鱒麹蕪、撫叢1．騰

松之山部落で一

　被保険者であつた日数　　　給付日数

6ケ月～9ケ月末：満　　　　　　　　　90日

10ケ月以上～5年未満　　　　　　180日
　（同一事業主に雇用された場合）

5平以上～10年未満（同上）　　　210日

10年以上　　　　　（同上）　　　270日

一｝　
で
あ
り
ま
す
か
ら
安
定
所
で

は
そ
の
方
に
適
当
な
職
業
が
あ

一
つ
た
場
合
は
直
ち
に
紹
介
し
就

一
職
し
て
い
た
だ
く
訳
で
失
業
保

険
金
は
麦
給
さ
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
適
当
な

職
業
が
な
い
場
合
に
失
業
者
と

鷲
嚢
の
甦
を
し
て
保
険

『
金
を
支
給
し
な
が
ら
紹
介
に
努

万
を
す
る
こ
直
な
つ
て
ぢ

ま
す
。

皿
　
就
職
支
度
金
の
支
給

　
次
に
昨
年
四
月
一
日
よ
り
失

藤
険
金
妾
給
雲
る
篶

皿
の
あ
る
人
、
又
は
現
在
受
給
し

て
い
る
人
（
但
し
所
定
給
付
日

集
会
は
十
一
月
中
、
下
旬
の
予
…
数
の
半
分
以
上
残
日
数
が
あ
る

・
定
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
人
に
限
る
）
が
就
職
し
た
場
合

秋を送る

　
（
季
節
的
業
務
の
事
業
所
及
び

、
循
環
的
に
解
雇
す
る
事
業
所
へ

就
職
し
た
場
合
は
除
く
）
に
は

就
職
麦
度
金
と
し
て
、
保
険
金

．
日
額
の
五
〇
日
分
若
し
く
は
三

〇
日
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り

．
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
公
布
さ

れ
た
理
由
は
受
給
者
の
方
々
に

一
日
で
も
早
く
就
職
し
て
い
た

だ
き
た
い
た
め
に
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
保
険
金
を

貰
わ
な
け
れ
ば
損
だ
、
貰
へ
る

日
数
だ
け
全
部
貰
つ
て
か
ら
就

職
口
を
探
す
と
言
う
よ
う
な
人

も
な
く
な
つ
て
き
ま
し
た
。

　
又
安
定
所
の
指
示
に
よ
り
公

共
職
業
訓
練
所
（
当
所
附
近
で

は
高
田
、
柏
崎
に
あ
り
ま
す
）

へ
入
所
し
た
場
合
、
入
所
期
閲

中
保
険
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
つ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
技

能
を
身
に
つ
け
た
い
人
は
遠
慮

な
く
利
用
し
て
下
さ
い
。

　
そ
の
外
に
安
定
所
の
紹
介
に

よ
り
就
職
す
る
た
め
、
住
居
を

移
転
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
時

は
移
転
費
を
交
給
で
き
る
こ
と

に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は

赴
任
旅
費
等
の
名
目
で
就
職
先

の
事
業
所
で
支
給
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
最
近
は
該
当
者
は
な

い
状
況
で
す
。

　
　
掛
金
は
賃
金
の
千
分

　
　
の
十
四

　
次
に
こ
の
事
業
を
経
営
し
て

い
く
た
め
の
財
源
は
、
国
が
％

を
負
担
し
、
残
り
の
餌
は
保
険

料
と
し
て
事
業
主
と
労
働
者
の

方
々
よ
り
負
担
し
て
い
た
だ
く

一
こ
と
に
き
　
モ

　
保
険
料
は
毎
月
労
働
者
に
支

払
つ
た
賃
金
（
賞
与
等
も
含
む
）

の
千
分
の
十
四
を
納
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て

お
り
ま
す
。

　
納
入
方
法
は
申
告
納
入
制
度

に
な
つ
て
お
り
、
賃
金
を
支
払

つ
た
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に
郵

便
局
又
は
日
本
銀
行
の
代
理
店

へ
納
入
す
る
訳
で
す
。

　
な
お
千
分
の
十
四
の
中
約
半

分
は
事
業
主
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
日
雇
労
働
者
で
す
が
、

失
業
保
険
法
で
は
旦
屈
労
働
者

と
は
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人

を
言
い
ま
す
o

　
①
日
々
雇
用
さ
れ
る
者

　
②
三
十
日
以
内
の
期
間
を
定

　
　
め
て
雇
用
さ
れ
る
者

前
記
の
労
働
者
は
失
業
保
険
に

加
入
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

な
つ
て
お
り
ま
す
。

　
併
し
前
記
の
労
働
者
で
あ
つ

て
も
同
一
事
業
主
に
前
ニ
ケ
月

τ
各
月
＋
八
艮
上
・
叉
は
前

一
六
月
に
通
算
し
て
六
十
日
以
上

就
労
し
た
場
合
は
そ
の
翌
月
の

最
初
の
日
か
ら
被
保
険
者
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま
す
。

…
以
上
色
々
と
申
し
ま
し
た
が

次
の
点
に
し
ぼ
ら
れ
る
訳
で
す

　
①
加
入
の
場
合

　
安
定
所
へ
事
業
所
設
置
届

　
を
提
出
す
る
。

　
そ
の
外
資
格
取
得
届
を
提

　
出
す
る
。

②
任
意
加
入
の
場
合

　
県
知
事
へ
任
意
加
入
認
加

　
申
請
書
を
提
出
す
る
（
安

　
定
所
経
由
）

③
保
険
料

　
毎
月
支
払
つ
た
賃
金
に
よ

　
り
保
険
料
率
を
乗
し
て
翌

　
月
末
日
ま
で
、
申
告
納
入

　
す
る
。

④
被
保
険
者
が
離
職
、
死
亡

　
　
等
の
場
合

　
　
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
を

　
　
安
定
所
へ
提
出
す
る
．
離

　
　
職
票
が
必
要
の
場
合
は
そ

　
　
時
申
し
で
て
交
付
を
受
け

　
　
る
。

　
　
労
働
の
意
志
、
能
力

　
　
働
き
に
出
ら
れ
る
環

　
　
境
か

　
⑤
失
榮
保
険
金
等
を
受
け
ら

　
　
れ
る
場
合

　
　
臼
D
労
働
の
意
志
、
能
力
が

　
　
あ
り
、
働
き
に
出
ら
れ
る

　
　
環
境
で
あ
る
こ
と
o

　
　
回
被
保
険
者
期
間
と
し
て

　
　
計
算
さ
れ
る
月
が
離
職
前

　
　
一
年
閲
に
六
ケ
月
以
上
あ

　
　
る
こ
と
o

　
⑥
旦
雇
労
働
者
を
雇
用
す
る

　
　
場
合

　
　
最
初
の
ニ
ケ
月
に
お
い
て

　
　
各
月
十
八
日
以
以
上
同
一

　
　
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
た
場

　
　
合
翌
月
の
初
め
か
ら
被
保

　
　
険
者
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
な
い
。

　
以
上
失
業
保
険
法
の
概
略
を

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
若
し
不

審
の
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮

な
く
質
問
し
て
下
さ
い
。

鏡
、
ア
ル
バ
ム
を
記
念
品
に

　
　
成
人
式
絡
る

　
九
月
十
七
日
に
成
人
式
が
お

こ
な
わ
れ
た
が
、
前
夜
の
台
風

の
被
害
の
た
め
に
、
在
町
成
人

者
八
十
二
名
の
う
ち
二
十
七
名

（
三
十
三
％
）
が
欠
席
。

　
予
定
の
来
賓
、
講
師
も
町
外

の
方
は
見
え
ず
、
記
念
撮
影
を

終
つ
て
滝
沢
弥
平
次
氏
か
ら
約

一
時
間
半
に
わ
た
つ
て
「
成
人

さ
れ
た
方
々
に
の
ぞ
む
」
と
い

う
お
話
を
伺
つ
た
。
最
後
に
懇

親
会
に
入
り
町
の
政
治
、
教
育

を
つ
か
さ
ど
る
五
十
才
以
上
の

方
々
と
若
い
世
代
が
な
ご
や
か

な
う
ち
に
一
時
を
過
し
て
解
散

し
た
。

　
な
お
記
念
品
と
し
て
桐
苗
、

ア
ル
バ
ム
、
鏡
の
何
れ
か
の
希

望
を
）
の
つ
た
ら
次
の
結
果
に

な
つ
た
。

　
桐
苗
は
な
し
、
ア
ル
パ
ム
は

　
二
十
一
名
，
鏡
は
三
十
四
名

一32一


